
「生きるを支え合うまち小樽を目指して 小樽市自殺対策計画（素案）」の修正点 

 修 正 前 修 正 後 修正理由 

１ ６ページ ３ 年齢別の状況 （１行目） 

 年齢別自殺者数・割合（図６）の状況では、６０歳以上

の自殺死亡数が３４人で、全体の３３.３％となっていま

す。 

※下線部が修正部分 

 年齢別自殺者数・割合（図６）の状況では、２０歳未満

の自殺者数が２人で全体の２.０％、２０歳代から５０歳

代までが６６人で６４.８％、６０歳代以上が３４人で

３３.３％となっています。 

 

・他年齢層の状況を追加 

２ １９ぺージ ② 自殺対策を支える人材の育成 

 ＜主な取組＞ 

ゲートキーパー養成

講座の開催 

（保健所健康増進課） 

問題を抱えて自殺を考えてい

る人に気づき、声をかけ、話を

聴き、必要な支援につなぎ、見

守る役割を担うゲートキーパ

ーを養成するための講座を開

催します。 
 

 

＜主な取組＞ 

ゲートキーパー養成

講座の開催 

（保健所健康増進課） 

問題を抱えて自殺を考えてい

る人に気づき、声をかけ、話を

聴き、必要な支援につなぎ、見

守る役割を担うゲートキーパ

ーを養成するための講座を、相

談業務従事者等を対象に開催

します。 
 

 

 

 

・ゲートキーパー研修の対象者を追加 

３ ２４ページ 第４章 自殺対策の推進体制 （６行目） 

 小樽市の自殺対策計画の進捗状況を、検証し評価を行う

ため、事業結果について「小樽市自殺対策協議会」、「小樽

市自殺対策推進会議」で報告し協議を行い、ＰＤＣＡサイ

クルにより計画を推進していきます。 

 

小樽市の自殺対策計画の進捗状況を検証し評価を行う

ため、事業結果について、年１回開催する「小樽市自殺対

策協議会」、「小樽市自殺対策推進会議」で報告し協議を行

い、ＰＤＣＡサイクルにより計画を推進していきます。 

 

・「小樽市自殺対策協議会」、「小樽市自

殺対策推進会議」の開催頻度を明確化 

 

資料２ 


